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“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。
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令和４年度佐倉市有機農業セミナー

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。



令和３年５月農林水産省では、
持続可能な食料システムの構築に向けて

「みどりの食料システム戦略」策定

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー１ 佐倉市が有機農業に取り組む背景

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。
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令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

１ 佐倉市が有機農業に取り組む背景
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令和３年８月
佐倉市では、「ゼロカーボンシティ宣言」

公表

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

１ 佐倉市が有機農業に取り組む背景
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佐倉市として、

持続可能な農業を実現するための
方策の一つとして

有機農業の取組開始！

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

１ 佐倉市が有機農業に取り組む背景
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“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー

現 状

市内有機栽培面積：約27ha（市内耕地面積に占める割合 １％程度）

※ 市内耕地面積：2,780ha（令和４年農林水産省作物統計調査）

（参考）
「みどりの食料システム戦略」
2050年までに目指す姿
耕地面積に占める有機農業の取組面積の割合を25%（100万ha）に拡大

課 題

・ 有機農業の取組人数、面積ともに少ない
・ 有機栽培の技術が確立されていない
・ 有機栽培の生産者は個々で取り組んでいるケースが多い
・ 販路の確保が難しい など

１ 佐倉市が有機農業に取り組む背景
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令和４年度より
農林水産省

「有機農業産地づくり推進事業」を活用し、
佐倉市でも試行的取組を開始

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー１ 佐倉市が有機農業に取り組む背景
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試行的取組を開始するにあたり、

農業者

消費者

事業者

関係機関

これら関係者に
協力を呼びかけ

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー２ 佐倉市オーガニックビレッジ検討部会の設立

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。
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佐倉市
農政課

農業者

消費者 事業者

ＪＡ、県等
関係機関

農業者、消費者、事業者、関係機関で構成する
令和４年５月１８日 佐倉市オーガニックビレッジ検討部会設立

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー２ 佐倉市オーガニックビレッジ検討部会の設立

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。
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令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー３ 部会を中心とした試行的取組の実施

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

７つの試行的取組

先進地視察（木更津市）

展示会への出展

学校給食への有機農産物の試験導入

有機農業に関する意識調査

有機栽培の実証へ

有機農業に関するセミナーの開催

有機農業に関する栽培技術研修の開催
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先進地視察（木更津市）１

１

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー３ 部会を中心とした試行的取組の実施

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

行政としての取組に関する
意見交換の様子

有機米生産者との圃場での
意見交換の様子
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９月 ＪＲ千葉駅
「ちばのいち」

６

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー３ 部会を中心とした試行的取組の実施

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

展示会への出展２

１１月 市内
佐倉産業大博覧会

１１月 東京
オーガニックマルシェinＴＯＫＹＯ

１０月 市内
「ソメイノファーマーズマーケット」
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「有機農業の推進に関する法律」による有機農業の定義は以下のとおりです。

１．化学的に合成された肥料及び農薬を使用しない
２．遺伝子組換え技術を利用しない
３．農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低減する

農業生産の方法を用いて行われる農業です。

有機農業とは

アイガモ農法

アイガモ（家禽のアヒルとマガモを交配して生まれ
た鳥）を水田に放して、無農薬で安全な米と鴨肉を
同時に育てようというのが「アイガモ農法」です。ア
イガモの稲に対する多面的な効果を得ながら、飼
育と稲作を同時に行うことから、「アイガモ水稲同時
作」とも言われています。

「アイガモ農法」
って何？

佐倉市内で行われている有機農業の例

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー３ 部会を中心とした試行的取組の実施

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

佐倉市での取組

有機農業を実践
している生産者

約50名

現状

今後目指しているところ

有機農業を実践する生産者を増やす！

持続可能な農業を進める！

有機農業で生産された農産物を学校給食に！

令和４年５月１８日
佐倉市オーガニック検討部会を設立
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学校給食への有機農産物の試験導入３

12

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー３ 部会を中心とした試行的取組の実施

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

アイガモ米

材料の
里芋

にんじん
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有機農業に関する意識調査４
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令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー３ 部会を中心とした試行的取組の実施

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

対象

約２００名の農業者

約１４００名の消費者

約２４０団体の事業者

目的

有機農業実施計画を策定する際の参考とするための調査
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有機農業に関する意識調査４

18

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー３ 部会を中心とした試行的取組の実施

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

農業者

消費者

事業者

【有機農業を進めるにあたっての主な課題】
・ 販路の確保
・ 栽培技術の確立、習得、向上
・ 栽培コストの低減や機械設備等への支援 など

・ 値段が高いこと
・ 消費者へのＰＲや理解の促進
・ 販売店等の拡大 など

・ 現時点の取り扱いは少量
・ 今後の需要は増加との見込み
・ 値段、品質、消費者への理解 など

１５



有機農業に関するセミナーの開催５

20

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー３ 部会を中心とした試行的取組の実施

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

専門家を招いた生産者向けセミナー開催
（令和４年１２月２０日）

１６
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令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー３ 部会を中心とした試行的取組の実施

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

専門家を招いた栽培技術研修の開催

（令和５年２月９日）

有機農業に関する栽培技術研修の開催６

（令和５年２月２３日）
有機稲作ポイント研修 有機サツマイモ栽培研修
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令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー３ 部会を中心とした試行的取組の実施

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

有機栽培の実証へ
７

令和５年度からは・・・・

実証圃場での栽培開始
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“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー４ 佐倉市有機農業実施計画の策定
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“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー４ 佐倉市有機農業実施計画の策定

現 状

市内で有機栽培面積：約27ha（市内耕地面積（2,780ha）に占める割合 約１％）
市内で有機栽培を行っている農業者数：41名

※ 市内耕地面積：2,780ha（令和４年農林水産省作物統計調査）

（参考）
「みどりの食料システム戦略」
2050年までに目指す姿
耕地面積に占める有機農業の取組面積の割合を25%（100万ha）に拡大

課 題

２０

・ 有機農業の取組人数、面積ともに少ない
・ 有機栽培の技術が確立されていない
・ 農業者が個々で取り組んでいるケースが多い
・ 販路の確保が難しい など



“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー４ 佐倉市有機農業実施計画の策定

計画期間 令和５年度から令和９年度（５年間）

目 標

【成果目標１】 有機農業の面積拡大（いも類・露地野菜） ＋2.0ha
23.8ha（令和４年度） → 24.3ha（令和７年度） → 25.8ha（令和９年度）

【成果目標２】 有機農業に取り組む農業者数（いも類・露地野菜） ＋5人
33人（令和４年度） → 35人（令和７年度） → 38人（令和９年度）

【関連目標１】 有機農業の面積拡大（米） ＋3.4ha
3.4ha（令和４年度） → 5.1ha（令和７年度） → 6.8ha（令和９年度）

【関連目標２】 有機農業に取り組む農業者数（米） ＋4人
8人（令和４年度） → 10人（令和７年度） → 12人（令和９年度）

【関連目標３】 有機農産物を学校給食へ利用したことのある市内公立学校数
8校（令和４年度） → 20校（令和７年度） → 全34校（令和9年度）

２１



相互サポート
体制の確立

持続可能な
農業を実現

有機農業の
生産拡大

販路の拡大

消費の促進

〜 環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する 〜

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー４ 佐倉市有機農業実施計画の策定

“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。
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“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー４ 佐倉市有機農業実施計画の策定

令和５年３月２３日（木）１３：３０～

千葉県庁にて、千葉県熊谷知事、谷関東農
政局次長ご臨席のもと、佐倉市の西田市長、
木更津市の渡辺市長両市長が、オーガニック
ビレッジ宣言を行いました。
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“環境にやさしい農業を進め、持続可能な農業を実現する” オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークです。

令和５年３月２６日（日）
令和４年度佐倉市有機農業セミナー５ 今後の取組方針

有機農業の生産拡大

販路の拡大

相互サポート
体制の確立

消費の促進

■ 有機栽培技術に関する研修会の開催
■ 生産者同士のネットワーク構築
■ 各種支援事業に関する情報提供 など

■ 市内外への展示会等への出展支援
■ 流通・販売事業者等と生産者の交流
■ 有機栽培による農産物の学校給食への活用 など

■ 生産者同士のネットワーク構築

■ 一般消費者向けのセミナー等の開催
■ 市内外の展示会等への出展支援
■ ＨＰ等を通じた取組の発信
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ＥＮＤ
オーガニックビレッジ佐倉のロゴマークとして使用します。


